
� はじめに

日本人が摂取している食品添加物の種類と量を明らか

にするため，昭和５１年より平成８年まで厚生科学研究費

により「食品添加物一日摂取量実態調査研究班」が組織

され調査解析が行われてきた。平成９年度からは，ほぼ

同じ内容で厚生省の委託事業として「食品添加物マーケ

ットバスケット調査」が実施されている。平成１５年度は，

加工食品由来の亜硫酸の摂取量について調査を行ったの

で，その概要について報告する。

� 方 法

１ 調査期間

平成１５年１２月３日～１６年３月１２日

２ 試料調整

マーケットバスケット方式により，全国６機関（札

幌市衛研，仙台市衛研，東京都健安研，香川県環保

研，北九州市環研，沖縄県衛環研）で，食品喫食リ

ストに基づき，１４７種類（３４３加工食品）を購入し，

表１に示した７食品群に分け，個々の食品の規定量

を採取し，等量の水を加えて均質磨砕したもの（１

群は希釈なし）を試料とした。

３ 分析方法

厚生省生活環境局食品化学課，第２版食品中の食

品添加物分析法７１－７７（２０００）に基づき分析した。

４ 分析機器

分光光度計：島津
UV―２５５０

測定波長５８０nm
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要 旨

国民が日常の食事を介して摂取する添加物量を把握し，食品添加物を含む食品の安全性を確保するため，厚生省の

委託事業として「食品添加物一日摂取量調査」を実施している。平成１５年度は，加工食品由来の亜硫酸の一日摂取量

について調査を行った。亜硫酸の全国平均総一日摂取量は，マーケットバスケット方式調査による食品群別試料で

０．１５４�/日/人に対し，個別食品から見積もられた値は，０．５２３�/日/人で，両者にかなり差があったが，一日摂取許

容量（ADI）からみて安全性に問題のない量であった。

キーワード：亜硫酸，マーケットバスケット方式調査，一日摂取許容量

群名 大分類 状態 主成分 喫食量

１ 調味し好飲料 液 体 水，アルコール ３８６．７g

２ 穀類 個 体 澱粉 １１７．１g

３ いも類１８．１g，豆類７０．３g，種実類１．２g 個 体 澱粉 ８９．６g

４ 魚介類４１．１g，肉類１３．８g 個 体 蛋白質 ５４．９g

５ 油脂類１６．４g，乳類６０．７g 半 個 体 脂肪 ７７．１g

６ 砂糖類１．４g，菓子類４２．０g 個 体 炭水化物 ４３．４g

７ 果実類１．７９g，野菜類２６．１g，海草類２．７g 半 個 体 繊維 ３０．６g

表１ 試料群及び食品の分類

香川県環境保健研究センター所報 第３号（２００４）香川県環境保健研究センター所報 第３号（２００４）

－１２１－－１２１－



図１ 分析フローチャート

図２ 亜硫酸のスペクトル
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５ 添加回収実験

本法を用いて食品群別試料１g（１群は２g）に２０

�/gレベル（実質試料として，第１群は１０�/g）

で添加回収実験を行った結果を表２に示した。

回収率は６０．９～８７．１％で，第５群を除いて概ね良

好な結果であった。回収率の悪かった第５群につい

て試料を０．５gに半減し，同様の実験を行ったとこ

ろ回収率は，７３．７％と少し上がった。

本法による定量限界は１�/g（１群０．５），検出限

界（Blank値の標準偏差から算出）は０．２�/g（１

群０．１）であった。

� 結 果

１ 食品群別亜硫酸の含量測定結果と一日摂取量

６機関で調整した試料を分析し，機関別食品群別

含有量を求めた結果を表３に，さらに含有量に一日

喫食量を乗じて算出した亜硫酸の一日摂取量を表４

に示した。

第１，２，３，４，５，６群についてはすべての試料

から亜硫酸は検出されなかった。第７群については，

東京都を除いた各試料から亜硫酸が検出され，平均

値は５．０５�/g（最低０～最高８．９０）であった。東京

都の購入リストには第７群に「亜硫酸塩等」使用記

載のある食品がなかった。

機関平均一日摂取量は０．１５４�/日/人（最低０～

最高０．２７２）であった。

２ 個別食品の亜硫酸含有量測定結果と一日摂取量

「亜硫塩等」使用記載のある個別食品は，２８個（第

１，４，６，７群）あり，個々の含有量測定結果を表

７（次頁）に示した。

個別食品中の含有量と，個々の食品の採取量を乗

じた計算上の各群の含有量を表５に，さらに喫食量

を乗じて求めた一日摂取量を表６に示した。

個別食品から求めた機関平均含有量は，１０．１８�/g

（最低０．４８～最高１６．６６），機関平均一日摂取量

は，０．５２３�/日/人（最低０．１８６～最高０．８８６）であっ

た。

添加量
（�/g）

食品群

１調味嗜好
飲料

２穀類
３いも・豆
類・種実類

４魚介類・
肉類

５油脂類・
乳類

６砂糖類・
菓子類

７果実・野
菜・海草類

０．０１ ８５．２

０．０２ ８１．５ ８６．７ ７５．５ ６０．９ ８７．１ ８６．２

０．０４ ７３．７

機関名
食品群

含有量１調味嗜好
飲料

２穀類
３いも・豆
類・種実類

４魚介類・
肉類

５油脂類・
乳類

６砂糖類・
菓子類

７果実・野
菜・海草類

札幌 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ７．９７ ７．９７

仙台 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ８．９０ ８．９０

東京 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

香川 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６．２２ ６．２２

北九州 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３．９０ ３．９０

沖縄 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ３．２９ ３．２９

平均値 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ５．０５ ５．０５

表２ 亜硫酸の添加回収率（％）

n＝３

表３ 各機関別・群別 亜硫酸含有量

単位：（�/g）
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機関名

食品群
総摂取
量１調味嗜好

飲料
２穀類

３いも・豆
類・種実類

４魚介類・
肉類

５油脂類・
乳類

６砂糖類・
菓子類

７果実・野
菜・海草類

札幌 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．２４４ ０．２４４

仙台 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．２７２ ０．２７２

東京 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

香川 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．１９０ ０．１９０

北九州 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．１１９ ０．１１９

沖縄 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．１０１ ０．１０１

平均値 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．１５４ ０．１５４

機関名

食品群
総含有
量１調味嗜好

飲料
２穀類

３いも・豆
類・種実類

４魚介類・
肉類

５油脂類・
乳類

６砂糖類・
菓子類

７果実・野
菜・海草類

札幌 ０．８０ ０ ０ ０ ０ ０ １４．８１ １５．６１

仙台 ０．９７ ０ ０ ０ ０ ２．４３ １３．２６ １６．６６

東京 ０．４８ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．４８

香川 ０．４３ ０ ０ ０ ０ ０ １３．９２ １４．３５

北九州 ０．４１ ０ ０ ０ ０ ０ ６．６１ ７．０２

沖縄 ０．３７ ０ ０ ０．１２ ０ ０ ６．４９ ６．９８

平均値 ０．５８ ０ ０ ０．０２ ０ ０．４１ ９．１８ １０．１８

機関名

食品群
総摂取
量１調味嗜好

飲料
２穀類

３いも・豆
類・種実類

４魚介類・
肉類

５油脂類・
乳類

６砂糖類・
菓子類

７果実・野
菜・海草類

札幌 ０．３０９ ０ ０ ０ ０ ０．４５３ ０．７６２

仙台 ０．３７５ ０ ０ ０ ０ ０．１０５ ０．４０６ ０．８８６

東京 ０．１８６ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０．１８６

香川 ０．１６６ ０ ０ ０ ０ ０ ０．４２６ ０．５９２

北九州 ０．１５９ ０ ０ ０ ０ ０ ０．２０２ ０．３６１

沖縄 ０．１４３ ０ ０ ０．００６６ ０ ０ ０．１９９ ０．３４８６

平均値 ０．２２３ ０ ０ ０．００１１ ０ ０．０１７５ ０．２８１ ０．５２２６

表４ 各機関別・群別 亜硫酸１日総摂取量

単位：�/日/人

表５ 個別食品から求めた各機関別・群別 亜硫酸含有量

単位：（�/g）

表６ 個別食品から求めた各機関別・群別 亜硫酸１日総摂取量

単位：�/日/人
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食
品
購
入

機
関
名

食
品
群

食
品

メ
ー
カ
ー

製
品
名

定
量
値

（
単
位
�
/g
）

表
示
添
加
物
一
覧

札
幌

１
果
実
酒

北
海
道
池
田
町

十
勝
ワ
イ
ン
ト
カ
ッ
プ
ロ
ゼ

２３
４
．０

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）使
用
，
輸
入
ワ
イ
ン
，
国
内
産
ワ
イ
ン
使

用
札
幌

１
果
実
酒

メ
ル
シ
ャ
ン



ボ
ン
・
ブ
ラ
ン（
白
）

１５
１
．２

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
），
輸
入
ワ
イ
ン
・
国
産
ワ
イ
ン
使
用

札
幌

７
か
ん
ぴ
ょ
う



小
野
口
商
店

か
ん
ぴ
ょ
う

２２
６５
．２

保
存
料（
二
酸
化
硫
黄
）

仙
台

１
果
実
酒

メ
ル
シ
ャ
ン


F

ボ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ
健
や
か
ワ
イ
ン

１４
５
．０

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

仙
台

１
果
実
酒

サ
ン
ト
リ
ー



彩
・
食
・
健
・
美

１７
２
．３

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

仙
台

１
果
実
酒

マ
ン
ズ
ワ
イ
ン



モ
ン
フ
レ
ー
ル

１５
３
．２

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

仙
台

６
ク
ラ
ッ
カ
ー
・
そ
の
他

菓
子

株
式
会
社
で
ん
六
K

で
ん
六
甘
納
豆

９４
．０

砂
糖
，
還
元
麦
芽
糖
水
飴
，
ソ
ル
ビ
ッ
ト
，
重
曹
，
漂
白
剤（
次
亜

硫
酸
N
a）

仙
台

７
か
ん
ぴ
ょ
う



小
野
口
商
店

か
ん
ぴ
ょ
う

２０
２８
．３

保
存
料（
二
酸
化
硫
黄
）

東
京

１
果
実
酒

サ
ン
ト
リ
ー



ピ
ー
チ
＆
マ
ン
ゴ
ー

９４
．０

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
），
香
料
，酸
味
料

東
京

１
果
実
酒

メ
ル
シ
ャ
ン



メ
ル
シ
ャ
ン
セ
パ
ー
ジ
ュ（
赤
）

１３
７
．８

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

東
京

４
そ
の
他
魚
介
加
工
品

海
王
水
産



中
華
く
ら
げ

N
D

ソ
ル
ビ
ッ
ト
，調
味
料（
ア
ミ
ノ
酸
等
），
漂
白
剤（
亜
硫
酸
塩
）

東
京

４
そ
の
他
魚
介
加
工
品



オ
ジ
マ
食
品
工
業
所

黄
金
ま
ま
か
り

N
D

調
味
料（
ア
ミ
ノ
酸
等
），
酸
味
料
，増
粘
多
糖
類
，保
存
料（
ソ
ル
ビ
ン

酸
K
），
pH
調
整
剤
，着
色
料（
ア
ナ
ト
ー
，銅
葉
緑
素
），
漂
白
剤（
次

亜
硫
酸
N
a）

香
川

１
果
実
酒

サ
ン
ト
リ
ー



シ
ャ
ル
ド
ネ
ベ
ビ
ー

９０
．８

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
，
ビ
タ
ミ
ン
C
）

香
川

１
果
実
酒

メ
ル
シ
ャ
ン



ボ
ン
・
ル
ー
ジ
ュ

１１
６
．３

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

香
川

７
干
柿
等

清
水
繁
義

あ
ん
ぽ
柿

N
D

柿
，
酸
化
防
止
剤（
二
酸
化
硫
黄
）

香
川

７
か
ん
ぴ
ょ
う



真
田

か
ん
ぴ
ょ
う

２１
３０
．０

か
ん
ぴ
ょ
う（
国
産
），
保
存
料（
二
酸
化
硫
黄
）

北
九
州

１
果
実
酒

ア
メ
リ
カ
，（
輸
）ガ
ロ
・
ジ
ャ
パ

ン



C
H
A
R
D
O
N
N
A
Y

４２
．０

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

北
九
州

１
果
実
酒

ド
イ
ツ
，（
輸
）メ
ル
シ
ャ
ン



ツ
ェ
ラ
ー
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
・

カ
ッ
ツ
・
プ
リ
カ
ッ
ツ

１１
８
．７

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

北
九
州

１
果
実
酒

イ
タ
リ
ア
，（
輸
）サ
ン
ト
リ
ー（
株
）
ボ
ッ
ラ
ヴ
ァ
ル
ポ
リ
チ
ェ
ッ
ラ

３８
．０

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

北
九
州

４
そ
の
他
魚
介
加
工
品

徳
英
物
産



く
ら
げ

N
D

ク
ラ
ゲ
，
食
塩
，
漂
白
剤（
次
亜
硫
酸
N
a）
，ミ
ョ
ウ
バ
ン

北
九
州

７
か
ん
ぴ
ょ
う

［
販
］

真
田
１３

栃
木
産
か
ん
ぴ
ょ
う

１０
１１
．６

栃
木
産
か
ん
ぴ
ょ
う
，
保
存
料（
二
酸
化
硫
黄
）

沖
縄

１
果
実
酒
（
ワ
イ
ン
）

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル



マ
ル
ケ
ス
・
デ
・
リ
ス
カ
ル

テ
ィ
ン
ト
・
レ
ゼ
ル
バ

７０
．３

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

沖
縄

１
果
実
酒
（
ワ
イ
ン
）

国
分



マ
リ
ー
・
ル
イ
・
パ
リ
ド
・

シ
ャ
ブ
リ

８０
．９

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

沖
縄

１
果
実
酒
（
ワ
イ
ン
）

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル



シ
ャ
ト
ー
・
ラ
・
コ
マ
ン
ダ
リ
ー

２８
．３

酸
化
防
止
剤（
亜
硫
酸
塩
）

沖
縄

４
冷
凍
食
品
（
え
び
類
）
丸
新
商
事



ブ
ラ
ッ
ク
タ
イ
ガ
ー

１５
．９

酸
化
防
止
剤（
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）

沖
縄

４
そ
の
他
の
魚
介
加
工
品
マ
ル
ト
モ



中
華
く
ら
げ

N
D

漂
白
剤（
次
亜
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
），
調
味
料（
ア
ミ
ノ
酸
等
），
増
粘
多

糖
類
，
酸
味
料

沖
縄

７
乾
燥
果
実

ケ
イ
ア
イ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ク
セ
ス
蜜
り
ん
ご

４
．８

漂
白
剤（
亜
硫
酸
塩
），
砂
糖

沖
縄

７
か
ん
ぴ
ょ
う

イ
オ
ン



か
ん
ぴ
ょ
う

９８
７
．２

保
存
料（
二
酸
化
硫
黄
）

表
７

個
別
食
品
中
の
含
有
量
（
亜
硫
酸
）

香川県環境保健研究センター所報 第３号（２００４）香川県環境保健研究センター所報 第３号（２００４）

－１２５－－１２５－



� 考 察

１ マーケットバスケット方式による食品群の分析（混

合試料）では，亜硫酸は，東京都を除く５機関で第７

群のみ定量され，５機関ともに個別食品から求めた第

７群の含有量の約半分であった。亜硫酸は，分解や揮

散しやすいため試料調整時に減少したことが推測され

た。第１，４，６群については，含有量が少なく食品群

として希釈され，さらに試料調整時に減少し定量限界

以下になったと推測された。

第２，３，５群については，「亜硫酸塩等」使用記載

のある個別食品はなかった。

２ マーケットバスケット方式による食品群の分析から

算出した亜硫酸の機関平均一日総摂取量は０．１５４�/日

/人で，個別食品分析値から見積もられる一日総摂取

量（０．５２３�/日/人）の２９．４％で，両者にかなり差が

あり，マーケットバスケット方式では，実態を捉える

ことが難しいと思われる。機関別の比較では，個別食

品の「かんぴょう」の含量にほぼ比例しており，仙台，

札幌，香川が多かった。

３ 「亜硫酸塩等」使用記載のある個別食品は２８個あり，

亜硫酸含量は，４．８～２２６５�/gの範囲にあった。第１

群は「ワイン」のみで，２８．３～２３４�/g，第４群の「冷

凍むきえび」は１５．９�/g，第６群の甘納豆は，９４�/g，

第７群は，「かんぴょう」０．９８７～２．２６５�/g，「密りん

ご」は４．８�/gと多種類の食品に使用され，含有量も

食品の種類や個々の食品で異なっていた。「亜硫酸塩

等」使用記載があったが，検出されなかったのは，第

４群のその他の魚介加工食品（中華くらげ２，乾燥くら

げ１，ままかり１），第７群の乾燥果実（干柿）の計５食

品であった。「中華くらげ」「黄金ままかり」について

は，調理されており，製造加工中に減少したものと推

測された。

４ 個別食品分析値から見積もられる一日摂取量では，

第１群（０．２２３�/日/人）と第７群（０．２８１�/日/人）

の両群で一日総摂取量の９６．４％を占め，第１群では

「ワイン」第７群ではほとんど「かんぴょう」に由来

するものであった。亜硫酸については，試料調整時に

減少すること，分析精度や回収率が他の保存料に比べ

悪いため個別食品による分析値を考慮する必要がある。

個別食品（ワイン，かんぴょう）の亜硫酸含有量は，

東部地区（仙台，札幌）に多く，従って，一日総摂取

量も，仙台，札幌が多かった。

５ 亜硫酸の一日総摂取量は，一日摂取許容量（ADI：

０．７�/，体重５０では３５�/人）の０．４４％（個別試

料１．４９）であり，安全性に問題のない量であった。

６ マーケットバスケット方式による亜硫酸摂取量につ

いて１９８２年以降の推移３）を表８に示した。摂取量はほ

ぼ横ばい状態であったが，本結果は，倍増の量となっ

た。その理由として，本方式では，第７群の「かんぴ

ょう」が大きく影響を及ぼし，本年度の調査では，東

京都を除く５機関が亜硫酸含有のものを購入しており，

そのうち３機関では，含有量も多かったことが推測さ

れた。（他の年度の調査では，第７群は１/３～１/２

の機関が検出していない。

	 まとめ

食品添加物一日摂取量調査において，本年度は保存料

の調査を行い，香川県は，亜硫酸の分析を実施した。亜

硫酸の全国平均総一日摂取量は，マーケットバスケット

方式による食品群別試料で０．１５４�/日/人に対し，個別

食品から見積もられた値は，０．５２３�/日/人で，両者に

かなり差があったが，一日摂取許容量からみて安全性に

問題のない量であった。亜硫酸の調査においては，試料

調整時に減少することなどから，マーケットバスケット

方式による分析だけでは実態を捉えるのが難しく，個別

食品の分析等，他の手法もあわせて考慮する必要がある。

亜硫酸摂取量の大部分を占めている「かんぴょう」は調

理過程で減少することが推測され，逆に，食品群別試料

調査年度 １９８２ １９９５ １９９９ ２００３

亜硫酸摂取量（�/g） ０．０７３ ０．０８７ ０．０５７ ０．１５４

表８ マーケットバスケット方式による亜硫酸一日摂取量の推移
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で検出されなかった「ワイン」は，そのまま飲用する場

合が多く，調理行程も考慮した手法の検討が必要と考え

られる。
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